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 『

鴨
沂
会
雑
誌
』
を
も
と
に 
 

佐　

野　

仁　

美

は
じ
め
に

　

明
治
時
代
の
京
都
で
は
、
西
洋
化
の
波
の
中
で
、
新
し
い
女
子
教
育
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
維
新
後
の
京
都
で
は
、
一
八
七
二

（
明
治
五
）年
八
月
の
学
制
頒
布
よ
り
も
早
い
一
八
六
九
年
に
、
町
衆
の
手
に
よ
る

番
組
小
学
校
が
開
校
し
た
。
京
都
府
中
学
校
が
翌
年
一
二
月
に
作
ら
れ
た
の
に
続

き
、
一
八
七
二
年
四
月
に
は
上
京
区
土
手
町
通
丸
太
町
下
る
駒
之
町
旧
九
条
殿
河

原
邸
に
新
英
学
校
及
女
紅
場
が
つ
く
ら
れ
た
。
敷
地
面
積
二
二
五
一
坪
余
り
に
し

て
一
七
棟
、
寝
殿
そ
の
他
の
建
物
を
教
室
に
充
て
た
と
い
う（（
（

。
こ
れ
が
、
長
く
続

く
学
校
と
し
て
は
日
本
初
の
女
子
の
教
育
機
関
で
あ
り
、
一
八
八
七
年
に
府
立
高

等
女
学
校
に
発
展
し
て
い
く（（
（

。

　

一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
に
は
、
京
都
府
立
高
等
女
学
校
の
同
窓
会
と
し
て
会

員
一
五
五
名
に
よ
る
京
都
鴨
沂
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
年
に
同
窓
会
誌
で
あ
る

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
が
発
刊
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
ま
で
は
年
一
回
、
戦
時
下
ま
で
年

二
回
刊
行
さ
れ
て
い
く
。
同
窓
会
は
、
日
清
日
露
戦
争
に
お
け
る
寄
付
を
は
じ
め
、

雑
誌
の
発
刊
、
講
習
会
開
催
、
購
買
等
の
事
業
部
の
運
用
、
支
部
会
の
設
置
、
支

部
主
催
の
音
楽
会
、
バ
ザ
ー
等
の
業
務
を
運
営
し
て
き
た
。
一
九
〇
九
年
に
社
団

法
人
と
な
っ
た
京
都
鴨
沂
会
は
、
二
五
周
年
に
あ
た
る
一
九
一
二
年
に
は
二
三
九

七
名
の
会
員
を
擁
す
る
組
織
に
な
り
、
落
成
式
が
行
わ
れ
た
同
窓
会
館
の
一
部
を

貸
し
出
す
等
、
同
窓
会
と
女
学
校
は
密
接
な
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
た
。
本
稿
で

は
、
こ
の
『
鴨
沂
会
雑
誌
』
を
資
料
と
し
て
、
明
治
期
の
代
表
的
な
女
学
校
の
一

つ
で
あ
る
京
都
府
立
高
等
女
学
校
に
お
け
る
教
育
を
辿
っ
て
み
た
い
。

一　

高
等
女
学
校
成
立
ま
で

　

開
校
当
初
の
新
英
学
校
及
女
紅
場
で
は
、
華
族
、
士
族
の
女
子
七
八
名
に
、
英

語
学
な
ら
び
に
女
紅
と
呼
ば
れ
た
裁
縫
や
機
織
、
袋
物
、
押
絵
等
の
手
芸
を
中
心

論
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ト
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□
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□
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と
す
る
女
性
の
手
仕
事
を
教
え
、
民
衆
に
も
入
学
を
許
し
て
、
総
数
一
五
九
名
の

生
徒
が
学
ん
で
い
た
。
英
学
科
の
生
徒
は
女
紅
も
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
長

崎
で
英
語
を
学
ん
だ
野
辺
地
尚
義
ら
が
本
場
詰
と
な
り
、
京
都
府
顧
問
の
山
本
覚

馬
の
妹
八
重（
後
の
新
島
讓
夫
人
）が
権
舎
長（
寄
宿
舎
の
監
督
）を
兼
ね
て
機
業
と
養

蚕
を
教
え
、
当
初
は
イ
ギ
リ
ス
人
イ
ー
バ
ン
ス
夫
妻
が
英
語
を
教
え
て
い
た
。
野

辺
地
は
、
後
に
和
風
の
鹿
鳴
館
と
言
わ
れ
、
国
内
外
の
賓
客
を
も
て
な
す
場
で

あ
っ
た
紅
葉
館
の
館
主
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
新
英
学
校
及
女
紅
場
は
、
文
明

開
化
の
時
代
に
英
語
を
学
ぶ
学
校
で
あ
る
と
と
も
に
、
女
紅
を
授
け
る
と
い
う
当

時
の
殖
産
興
業
の
方
針
に
も
沿
っ
た
学
校
で
あ
っ
た
。
女
子
教
育
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
同
校
は
注
目
を
集
め
て
来
校
者
も
多
く
、
一
八
七
二
年
六
月
に
は
明
治
天

皇
が
臨
御
さ
れ
る
な
ど
、
皇
室
と
の
つ
な
が
り
も
深
か
っ
た
。

　

同
年
五
月
に
見
学
し
た
福
沢
諭
吉
は
「
京
都
学
校
の
記
」
で
、
英
国
の
教
師
夫

婦
を
雇
い
、
婦
人
は
児
女
を
預
か
り
英
語
の
外
に
縫
針
の
芸
を
教
え
て
い
る
こ
と
、

華
士
族
、
商
工
平
民
の
七
、
八
歳
よ
り
一
三
、
一
四
歳
ま
で
の
児
女
一
三
〇
人
余

り
が
学
び
、「
お
の
お
の
貧
富
に
し
た
が
っ
て
、
紅
粉
を
装
い
、
衣
裳
を
着
け
、

そ
の
装
潔
く
し
て
華
な
ら
ず
、
粗
に
し
て
汚
れ
ず
、
言
語
嬌
艶
、
容
貌
温
和
、
も

の
い
わ
ざ
る
者
も
臆
す
る
気
な
く
、
笑
わ
ざ
る
も
悦
ぶ
色
あ
り
。
花
の
如
く
、
玉

の
如
く
、
愛
す
べ
く
、
貴
む
べ
く
、
真
に
児
女
子
の
風
」
を
備
え
て
い
る
と
記
し

て
い
る（（
（

。
断
髪
素
顔
の
東
京
の
女
学
生
に
較
べ
て
、
諭
吉
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

京
都
の
女
学
校
に
通
う
様
々
な
階
級
の
女
子
た
ち
を
好
意
的
に
捉
え
て
い
る
。

　

新
英
学
校
は
一
八
七
四（
明
治
七
）年
に
英
女
学
校
と
改
称
す
る
が
、
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
女
子
教
育
へ
の
理
解
を
得
る
の
は
困
難
で
、
生
徒
が
な
か
な
か
集
ま
ら

な
か
っ
た
。
生
徒
数
が
三
一
名
と
な
っ
た
一
八
七
五
年
に
は
珠
算
、
筆
算
お
よ
び

習
字
を
加
え
、
教
授
内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
く
。
一
八
七
六
年
に
は
女
学
校
及
女

紅
場
と
称
し
、
英
語
の
他
に
和
漢
学
を
教
え
、
小
学
校
裁
縫
及
び
諸
礼
科
教
師
な

ら
び
に
女
紅
場
教
師
を
養
成
す
る
。
一
八
七
九
年
に
は
修
業
年
限
三
年
で
英
学
と

女
紅
、
女
学
の
三
つ
の
学
科
を
持
つ
に
至
っ
た
。
絃
歌
科
を
置
い
た
他
、
香
道
や

挿
花
を
兼
修
で
き
る
よ
う
に
す
る
一
方
で
、
一
八
八
〇
年
に
は
女
子
の
産
業
を
育

て
る
た
め
に
生
徒
二
名
に
レ
ー
ス
製
造
を
伝
習
さ
せ
、
翌
年
か
ら
は
養
蚕
場
を
設

け
て
生
徒
に
実
習
さ
せ
た
。

　

そ
の
一
方
で
一
八
八
〇
年
に
は
、
府
下
よ
り
小
学
校
教
員
志
願
生
を
募
集
し
て
、

五
〇
名
が
入
学
し
た
。
小
学
校
が
開
設
さ
れ
た
も
の
の
、
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い

た
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
開
学
当
初
の
洋
学
か

ら
普
通
の
学
問
志
向
へ
の
転
換
が
窺
え
、
伝
統
的
な
稽
古
事
を
通
し
て
日
本
人
女

性
が
備
え
る
べ
き
精
神
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
目
指
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、

一
般
に
女
子
教
育
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
率
先
し
て
西
洋
文
化
を
移

入
し
よ
う
と
す
る
ハ
イ
カ
ラ
な
面
と
、
伝
統
的
な
面
と
が
共
存
し
て
い
き
、
そ
の

後
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

一
八
八
二（
明
治
一
五
）年
に
女
紅
場
は
廃
止
さ
れ
、
普
通
学
科
、
師
範
学
科
、

手
芸
専
修
科
を
置
く
京
都
府
女
学
校
と
改
称
し
、
三
年
の
修
業
年
限
で
、
普
通
学

科
で
は
修
身
、
和
漢
文
、
算
術
、
地
理
、
歴
史
、
博
物
、
物
理
、
裁
縫
、
家
事
経

済
、
諸
礼
、
習
字
、
図
画
、
体
操
、
唱
歌
の
科
目
を
置
い
た
。
手
芸
科
に
は
裁
縫
、

刺
繍
、
機
織
、
押
絵
、
袋
物
、
養
蚕
等
の
教
科
を
設
け
た
。
女
教
員
伊
藤
ヨ
ネ
に

音
楽
取
調
掛
で
唱
歌
を
伝
習
さ
せ
、
一
八
八
四
年
に
唱
歌
科
を
設
け
る
一
方
、
絃

科
で
筝
曲
も
教
え
ら
れ
て
い
た
。
一
八
八
五
年
に
は
将
来
の
婦
人
の
手
仕
事
と
し

て
、
レ
ー
ス
科
が
置
か
れ
た
。
一
八
八
六
年
に
は
師
範
学
校
令
に
よ
り
、
師
範
学
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科
と
附
属
小
学
校
、
附
属
幼
稚
園
は
尋
常
師
範
学
校
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

普
通
学
科
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
時
期
の
教
育
に
つ
い
て
、
一
八
七
五（
明
治
八
）年
七
月
に
六
歳
二
か
月
で

入
学
し
た
太
田（
岡
田
）し
げ
子
の
証
言
を
見
て
み
よ
う（（
（

。
父
太
田
岩
之
助
が
学
校

の
御
用
掛
を
つ
と
め
て
い
た
太
田
は
、
入
学
し
て
文
庫
と
机
を
お
き
、
先
生
に
手

本
を
書
い
て
も
ら
っ
て
「
い
ろ
は
」
の
習
字
を
す
る
一
方
、
英
語
を
ウ
エ
ッ
ト
ン

夫
人
に
教
わ
り
、
試
験
は
槇
村
知
事
の
臨
場
の
下
、
読
書
を
し
た
り
字
を
書
い
た

り
す
る
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
学
校
の
隣
に
住
ん
で
い
た
西
洋
人
の
家
に

楽
器
が
あ
り
、
一
八
七
六
年
頃
、
唱
歌
の
時
間
に
そ
こ
へ
行
き
、
初
め
て
唱
歌
を

習
っ
た
と
い
う
。
同
級
生
の
多
く
は
華
族
の
お
姫
様
で
、
言
葉
遣
い
が
大
そ
う
き

れ
い
で
あ
っ
た
が
、
皆
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
太
田
は
一
八
八
〇
年
頃
、
英

語
科
か
ら
裁
縫
科
に
代
わ
っ
た
が
、
裁
縫
科
に
は
機
や
刺
繍
、
押
絵
や
剪せ

ん

綵さ
い（

日

本
古
来
の
造
花
）も
あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
に
修
了
し
て
本
科（
普
通
学
科
）に
入
学
し
、

一
八
八
九
年
に
卒
業
し
た
太
田
は
、
一
八
八
六
年
の
皇
后
の
行
啓
の
折
に
は
、
男

子
と
同
じ
方
式
で
指
導
さ
れ
て
、
球
宇
体
操
、
徒
手
体
操
、
亜
鈴
体
操
を
し
た
と

い
う
。
小
さ
い
時
に
は
帯
を
締
め
、
束
髪
で
通
学
し
た
が
、
日
本
髪
に
も
結
い
、

洋
服
や
袴
を
身
に
つ
け
る
等
、
そ
の
時
々
で
様
々
な
服
装
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い

る
。
太
田
に
と
っ
て
自
ら
の
土
台
と
な
っ
た
の
は
、
一
四
歳
頃
に
週
一
時
間
の
修

身
談
で
明
徳
と
忍
耐
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
た
こ
と
で
あ
り
、
女
の
嗜
み
に
つ
い

て
も
細
か
く
指
導
を
受
け
た
。
諸
先
生
方
の
教
え
を
よ
く
守
っ
て
学
校
の
名
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
い
ろ
は
」
か
ら
教
え
を
受
け
た
の
は
自
分
だ
け
で
あ
り
、
一

四
年
間
通
っ
た
「
学
校
の
内
娘
」
と
語
る
太
田
の
証
言
か
ら
は
、
新
し
い
西
洋
文

化
と
伝
統
的
な
も
の
の
ど
ち
ら
も
教
育
課
程
に
取
り
込
み
、
手
に
仕
事
を
つ
け
る

と
い
う
学
校
の
方
針
が
見
え
て
く
る
。
当
時
は
、
女
子
に
何
を
教
え
る
の
か
を
試

行
錯
誤
し
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
も
刻
々
と
変
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
一
八
七
七（
明
治
一
〇
）年
に
同
志
社
女
学
校
が
開
校
し
た
が
、
そ
こ
で

中
心
と
な
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
人
女
性
宣
教
師
だ
っ
た
。
彼
女
ら
に
は
祖
国
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
子
教
育
と
い
う
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
わ
け
で
、

か
な
り
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
逆
に
父
兄
の
間
に
は
、
新
奇
な
キ
リ
ス

ト
教
を
心
配
す
る
声
も
根
強
く
、
生
徒
数
か
ら
見
れ
ば
京
都
府
女
学
校
が
選
ば
れ

る
こ
と
の
多
い
理
由
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

高
等
女
学
校
成
立
か
ら
日
清
戦
争
前
ま
で

　

女
子
教
育
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
入
学
希
望
者
も
増
え
、
京
都
府
女
学
校
は
一

八
八
七（
明
治
二
〇
）年
に
、
日
本
初
の
公
立
高
等
女
学
校
で
あ
る
京
都
府
高
等
女

学
校
と
改
称
し
た
。
同
年
に
、
同
窓
会
の
京
都
鴨
沂
会
が
組
織
さ
れ
る
。
こ
の
会

は
、
旧
交
を
温
め
、
知
識
を
交
換
し
、
喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
目
的
で
年

一
回
学
校
に
集
ま
り
、
現
旧
職
員
の
講
話
演
説
と
と
も
に
会
の
状
況
を
雑
誌
に
記

録
し
、
会
員
に
配
布
す
る
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

京
都
府
高
等
女
学
校
は
、
普
通
学
科
を
本
科
と
し
て
修
身
、
国
語
、
英
語
、
数

学
、
地
理
、
歴
史
、
博
物
、
理
科
、
家
事
、
唱
歌
、
図
画
、
体
操
を
置
き
、
三
年

の
課
程
を
四
年
に
改
め
た
。
高
等
小
学
校
二
年
を
終
え
た
も
の
が
初
級
に
入
れ
る

制
度
と
な
り
、
学
力
が
劣
る
者
は
予
科
生
と
し
て
在
籍
し
、
本
科
に
編
入
す
る
に

は
英
語
が
必
修
で
あ
っ
た
。
家
事
で
は
、
上
級
生
に
は
洋
服
裁
縫
を
教
え
、
西
洋

明治時代の京都府立第一高等女学校における教育の一断面
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料
理
法
を
実
地
練
習
さ
せ
て
い
る
。
別
科
と
し
た
和
服
、
洋
服
両
裁
縫
科
で
は
、

日
用
必
須
の
学
科
と
し
て
読
物
、
習
字
、
算
術
、
家
事
、
理
科
、
唱
歌
が
課
さ
れ

て
随
意
で
英
語
を
修
め
さ
せ
た
ほ
か
、
随
意
科
と
し
て
和
歌
、
点
茶
、
挿
花
、
絃

歌
が
置
か
れ
、「
優
美
の
思
想
」
を
養
っ
た
。
西
洋
服
と
英
語
は
人
々
が
盛
ん
に

褒
め
る
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
婦
人
を
招
聘
し
て
い
る
。
前
述
の
太
田
が
語
っ
て
い

る
よ
う
に
、
体
操
の
指
導
も
進
み
、
亜あ

鈴れ
い（

ダ
ン
ベ
ル
）や
球き
ゆ
う
か
ん
竿（
背
筋
の
矯
正
に
用
い

ら
れ
る
両
端
に
小
さ
な
球
が
つ
い
た
竿
）と
い
っ
た
普
通
体
操
の
用
具
、
シ
ー
ソ
ー
等

の
器
械
を
据
え
付
け
、
生
徒
は
袴
、
た
す
き
を
つ
け
て
参
加
し
た
。
ま
た
時
々
、

山
上
川
辺
を
歩
き
回
り
戸
外
運
動
を
さ
せ
て
、
身
体
や
気
構
え
を
養
っ
た（（
（

。

　

以
下
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
か
ら
一
九
一
七
年
と

い
う
長
期
に
わ
た
り
校
長
を
務
め
た
河
原
一
郎
の
思
想
で
あ
る
。
河
原
は
、
一
八

七
五
年
よ
り
石
川
県
英
学
校
や
石
川
県
中
学
師
範
学
校
の
教
員
を
つ
と
め
た
後
、

京
都
府
庁
の
学
務
課
長
を
し
て
い
た
。
後
に
高
等
教
育
会
議
員
に
任
ぜ
ら
れ
、
一

八
九
九
年
に
公
布
さ
れ
た
高
等
女
学
校
令
に
も
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
同
窓
会

と
の
交
わ
り
も
深
く
、『
鴨
沂
会
雑
誌
』
に
寄
稿
し
て
い
た
河
原
の
論
考
を
中
心

に
、
明
治
時
代
の
京
都
府
高
等
女
学
校
の
様
子
や
教
育
の
方
針
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

最
初
に
河
原
の
教
育
方
針
で
あ
る
。
赴
任
当
初
、
生
徒
の
多
数
は
絹
布
を
纏
い

衣
服
の
競
争
が
激
し
く
、
式
日
で
は
人
目
を
驚
か
す
よ
う
に
着
飾
っ
て
い
た
高
等

女
学
校
の
校
風
を
、
河
原
は
健
全
質
素
に
し
て
、
勃
興
す
べ
き
女
子
教
育
の
根
本

的
模
範
に
し
よ
う
と
し
た（（
（

。
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
女
学
生
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
時
代
に
、
ま
ず
は
生
徒
が
礼
儀
を
重
ん
じ
言
動
を

慎
む
よ
う
に
導
き
、
世
間
に
女
子
教
育
の
必
要
性
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
九
一（
明
治
二
四
）年
一
二
月
に
「
中
学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
、「
高
等
女
学

校
ハ
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
施
ス
所
ニ
シ
テ
尋
常
中
学
校
ノ
種
類
ト

ス
」
の
条
項
に
よ
り
、
高
等
女
学
校
は
男
子
の
中
学
校
に
対
応
す
る
女
子
の
中
等

教
育
機
関
と
し
て
初
め
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
女
子
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
技
芸

専
修
科
を
設
置
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
修
業
年
限
や
入
学
資
格
、
科
目
に

つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
河
原
は
同
年
の
卒
業
式
で
、
学
者
で
は
な
く
優
良
の
婦

女
、
技
芸
家
で
は
な
く
良
婦
賢
母
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
を
行
っ
て

お
り
、
女
学
校
で
得
た
技
量
に
於
て
よ
く
一
家
を
経
理
し
、
子
女
を
養
育
す
る
つ

と
め
に
堪
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る（（
（

。

　

ち
な
み
に
、
初
代
文
部
大
臣
の
森
有
礼
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
の
中
国

地
方
学
事
巡
視
の
際
の
説
示
で
、
女
子
の
就
学
が
低
い
こ
と
を
挙
げ
、
子
を
産
め

ば
直
ち
に
そ
の
養
育
に
従
事
す
べ
き
女
子
は
天
然
の
教
員
で
あ
り
、
女
教
員
に
小

学
校
幼
年
の
授
業
を
担
当
さ
せ
る
の
は
効
益
が
あ
る
こ
と
、
女
子
教
育
の
主
眼
は

人
の
良
妻
と
な
り
人
の
賢
母
と
な
り
一
家
を
整
理
し
子
弟
を
薫
陶
す
る
に
足
る
気

質
才
能
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
、
国
家
富
強
の
根
本
は
教
育
に
あ
り
教
育

の
根
本
は
女
子
教
育
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（（
（

。
河
原
が
述
べ
る
良
妻
賢
母
と

し
て
の
女
子
教
育
の
役
割
は
、
森
の
考
え
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

河
原
は
良
妻
賢
母
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
教
育
を
進
め
よ
う
と

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
河
原
は
一
八
九
二（
明
治
二
五
）年
一
〇
月
の
関
西
教
育
家
大

会
で
、
妻
は
夫
の
談
話
を
理
解
し
辛
労
を
慰
め
て
一
家
の
要
務
を
謀
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
十
分
で
、
夫
と
同
じ
学
識
は
要
せ
ず
、
幼
少
の
児
童
が
大
成
す
る
地
盤
を

為
す
べ
き
学
識
を
備
え
、
一
家
を
整
理
す
る
の
に
必
要
な
技
芸
と
家
人
を
慰
め
る

べ
き
二
、
三
の
優
美
な
芸
能
を
有
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
。
修
業
年
限
は
六
年
が
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適
当
で
世
間
一
般
の
学
校
に
採
用
さ
れ
て
い
る
学
科
は
廃
す
べ
き
で
な
い
が
、
良

妻
賢
母
を
作
る
の
が
大
目
的
で
あ
る
の
で
、
学
科
の
組
織
は
い
た
ず
ら
に
高
尚
に

な
ら
ず
、
修
身
科
と
家
政
科
に
重
き
を
置
き
、
兼
ね
て
美
術
の
思
想
も
養
成
す
る

仕
組
み
で
あ
り
、
卒
業
後
引
き
続
き
必
要
な
学
科
の
練
習
も
で
き
る
が
、
家
政
の

実
習
に
力
を
注
ぐ
傍
ら
、
他
の
有
益
な
学
科
を
兼
習
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

　

同
じ
論
考
で
河
原
は
、
少
し
も
英
語
を
知
ら
な
け
れ
ば
児
童
の
教
育
に
事
欠
き
、

一
家
の
主
婦
と
し
て
も
不
便
で
、
あ
る
程
度
ま
で
は
必
ず
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
ひ
弱
な
女
子
を
改
良
す
る
機
会
と
し
て
も
必
要
な
体
操
は
、
女
子
教
科

中
の
困
難
な
も
の
で
、
ど
の
種
類
の
体
操
が
最
も
女
子
に
適
し
、
体
育
の
目
的
を

達
す
る
の
か
と
い
う
調
査
が
望
ま
れ
る
こ
と
、
数
学
は
幾
何
の
初
歩
程
度
で
よ
く
、

良
妻
賢
母
を
つ
く
る
目
的
か
ら
離
れ
が
ち
な
歴
史
は
、
修
身
科
と
連
絡
し
て
忠
君

愛
国
の
精
神
を
涵
養
す
る
よ
う
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
家
政
科
は
裁

縫
、
衛
生
、
看
護
、
家
庭
、
教
育
か
ら
料
理
法
ま
で
必
ず
課
す
べ
き
こ
と
、
美
術

思
想
を
養
う
に
は
写
生
画
や
図
案
を
課
し
、
点
茶
、
生
花
、
和
歌
等
を
必
ず
履
修

さ
せ
、
絃
歌
、
押
絵
、
編
物
、
造
花
等
は
美
術
の
観
念
や
緻
密
な
思
想
を
養
う
の

に
適
切
で
、
有
志
の
生
徒
に
課
す
道
を
拓
い
て
も
よ
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
河
原
は
、
修
身
科
と
家
政
科
に
重
き
を
置
き
、
普
通
学
科
の
レ
ベ

ル
は
男
子
以
下
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
反
面
、
優
美
な
思
想
を
養
う
図
画
や
和
歌
、

伝
統
的
な
日
本
文
化
や
稽
古
事
を
重
視
し
て
い
た
。
英
語
が
必
修
で
、
体
操
が

も
っ
と
も
困
難
な
科
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
河

原
は
、
国
家
の
富
強
を
図
る
に
は
人
才
を
要
し
、
人
才
を
つ
く
る
に
は
先
ず
賢
母

を
作
る
の
が
急
務
で
あ
る
と
述
べ
、
良
妻
賢
母
教
育
と
富
国
強
兵
政
策
を
つ
な
げ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
女
子
高
等
教
育
の
普
及
を
図
り
、
女
子
教
育
の
方
針
を
速

や
か
に
定
め
て
開
示
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
運
営
資
金
が
な
く
な
っ
た
京
都
府
高
等
女
学
校
は
、
経
済
的
に
行

き
詰
ま
り
、
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
よ
り
地
方
税
外
特
別
経
済
と
し
て
、
大
谷

派
本
願
寺
か
ら
の
寄
付
金
や
授
業
料
で
経
費
を
賄
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
困
難

な
状
態
は
、
一
八
九
四
年
に
地
方
税
で
学
校
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
ま
で

続
く（（1
（

。
一
八
八
九
年
に
は
、
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
の
た
め
に
二
年
の
予

備
科
を
置
き
、
随
意
科
に
詠
歌
を
加
え
て
、
挿
花
や
茶
儀
を
千
家
、
池
坊
等
の
宗

匠
家
や
専
門
家
が
教
え
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
に
は
二
棟
の
教
場
を
新
築
し
、
東

京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
宇
野
筆
子
を
招
聘
し
て
、
一
カ
年
の
課
程
の
唱
歌
専
修
科

を
置
い
た
。
同
年
四
月
の
在
籍
者
の
状
況
は
、
本
科
二
一
一
名
、
予
備
科
一
一
五

名
、
三
年
制
の
別
科
和
服
裁
縫
科
一
〇
二
名
、
洋
服
裁
縫
科
四
七
名
の
計
四
七
五

名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
寄
宿
生
は
一
四
〇
名
、
管
外
生
は
二
〇
九
名
で（（1
（

、
府
外
か

ら
も
志
望
者
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
八
九
二
年
に
は
練
習
科（
後
の
補
習
科
）を
設
け
て
、
修
身
、
和
漢
文
、
英
語
、

図
画
、
唱
歌
、
家
事
の
数
科
を
置
き
、
卒
業
生
の
う
ち
志
願
者
が
修
身
、
家
事
の

他
に
必
要
な
学
科
を
選
ん
で
一
年
間
研
究
で
き
る
よ
う
に
し
た（（1
（

。
一
九
九
四
年
七

月
の
在
籍
者
は
、
本
科
二
四
六
名（
練
習
生
六
名
）、
予
備
科
八
四
名
、
別
科
裁
縫

科
一
五
三
名
、
唱
歌
専
修
科
二
七
名
の
計
五
一
〇
名
で
、
内
訳
は
華
族
一
八
名
、

士
族
一
六
二
名
、
平
民
三
三
〇
名
で
あ
っ
た（（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
京
都
府
高
等
女
学
校
は
、
創
立
当
初
か
ら
の
英
語
に
加
え
、

洋
服
裁
縫
科
を
新
設
し
、
西
洋
料
理
法
等
を
教
え
る
等
、
欧
化
主
義
の
傾
向
が
見

ら
れ
た
が
、
日
清
戦
争
に
向
か
う
時
期
に
は
そ
の
反
動
も
起
っ
た
。
一
八
九
一

明治時代の京都府立第一高等女学校における教育の一断面
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（
明
治
二
四
）年
の
全
国
の
公
立
高
等
女
学
校
の
数
は
わ
ず
か
七
校
で（（1
（

、
高
等
女
学

校
が
制
度
と
し
て
確
立
し
た
ば
か
り
の
時
期
に
、
京
都
府
高
等
女
学
校
で
は
卒
業

後
に
学
ぶ
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
河
原
は
、
男
子
よ
り
低
い
レ
ベ
ル
で
良
い
と

考
え
て
い
た
が
、
学
び
た
い
女
性
は
い
た
の
で
あ
る
。
経
済
的
に
最
も
困
難
を
抱

え
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
授
業
料
と
寄
付
金
で
乗
り
切
り
、
募
金
で
校
舎
を
増
築

し
て
い
る
。
普
通
教
育
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
も
、
優
美
な
思
想
を
培
う
た
め
の

様
々
な
科
目
が
置
か
れ
、
家
元
か
ら
指
導
を
受
け
る
科
目
等
、
充
実
し
た
教
育
課

程
を
持
つ
伝
統
校
で
、
お
そ
ら
く
余
裕
の
あ
る
家
庭
の
子
女
が
多
く
を
占
め
、
全

国
か
ら
生
徒
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

三　

日
清
戦
争
期
か
ら
日
露
戦
争
前
ま
で

　

一
八
九
五（
明
治
二
八
）年
一
月
に
「
高
等
女
学
校
規
程
」
が
定
め
ら
れ
、
入
学

資
格
が
四
年
の
尋
常
小
学
校
卒
業
と
な
り
、
修
業
年
限
は
六
年
で
、
土
地
の
情
況

に
よ
り
一
年
間
の
伸
縮
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
従
い
、
京
都
府
高
等
女
学
校
は
、

予
備
科
二
年
と
本
科
四
年
を
合
併
し
て
本
科
六
年
と
し
、
修
身
、
国
語
、
外
国
語
、

歴
史
、
地
理
、
数
学
、
理
科
、
家
事
、
裁
縫
、
習
字
、
図
画
、
音
楽
、
体
操
を
置

き
、
随
意
科
と
し
て
漢
文
を
加
え
、
英
語
は
裁
縫
に
変
更
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
練
習
科
を
高
等
女
学
校
卒
業
者
対
象
の
一
年
ま
た
は
二
年
の
補
習
科
に
変

更
し
、
修
身
、
国
語
、
外
国
語
、
数
学
、
家
事
、
裁
縫
、
習
字
、
図
画
、
音
楽
、

体
操
、
漢
文
、
教
育
の
科
目
を
置
い
た
。「
教
育
」
は
、
教
育
の
原
則
、
教
授
法
、

保
育
法
等
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
別
科
裁
縫
科
は
、
尋

常
小
学
校
修
了
の
一
二
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
三
年
の
裁
縫
専
修
科
と
な
り
、
唱

歌
専
修
科
を
廃
し
て
、
そ
の
課
業
を
裁
縫
専
修
科
に
附
属
さ
せ
、
希
望
者
に
一
年

な
い
し
二
年
間
、
週
六
時
間
か
ら
八
時
間
唱
歌
及
楽
器
用
法
を
指
導
し
た（（1
（

。
特
に

音
楽
を
修
業
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
正
課
時
間
外
に
て
、
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
オ
ル

ガ
ン
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
音
楽
論
を
指
導
し
、
本
科
、
裁
縫
専
修
科
と
も
に
、
家

事
、
裁
縫
、
音
楽
の
一
部
と
し
て
茶
儀
、
生
花
、
筝
曲
、
押
絵
、
編
物
を
希
望
者

に
週
一
回
も
し
く
は
二
回
教
え
た（（1
（

。

　

女
学
校
の
制
度
が
整
い
、
女
子
が
学
問
を
す
る
と
生
意
気
に
な
る
と
言
わ
れ
た

時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
が
、
当
時
の
女
子
教
育
関
係
者
が
改
良
に
苦
心
し
て
い
た
体

操
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
一
八
九
六（
明
治
二
九
）年
の
体
操
科
の
細
目
は
、
準

備
体
操
、
徒
手
体
操（
器
械
体
操
）等
の
体
操
と
、
行
進
、
輪
も
ぐ
り
、
つ
れ
だ
ち

遊
び
等
の
遊
嬉
で
あ
り
、
女
教
員
が
担
当
し
て
面
白
い
遊
戯
を
加
え
て
生
徒
の
興

味
を
増
し
、
熱
心
に
奨
励
し
た
。
体
格
検
査
が
行
わ
れ
、
虚
弱
な
人
や
体
格
構
造

の
悪
い
人
、
身
体
異
常
の
人
に
は
懇
ろ
に
養
生
法
が
説
明
さ
れ
、
脊
柱
の
湾
曲
す

る
人
も
前
年
度
に
比
べ
半
減
し
た
と
い
う（（1
（

。
こ
の
時
期
の
体
操
科
で
は
、
生
徒
の

興
味
を
引
く
よ
う
に
体
操
に
遊
戯
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
衛
生
面
か
ら
検
査

を
も
と
に
科
学
的
な
指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
裁
縫
専
修
生
の
志
望
者
に

も
、
体
操
を
課
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

河
原
一
郎
は
一
八
九
七（
明
治
三
三
）年
の
「
女
子
の
体
育
」
と
い
う
論
考
で
、

将
来
妻
や
母
と
な
る
時
に
生
徒
時
代
の
体
育
の
効
果
は
持
続
せ
ず
、
身
体
の
鍛
錬

と
心
の
修
養
を
勉
め
、
心
身
を
保
全
し
、
無
病
長
寿
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
善
行
を

子
孫
に
与
え
国
家
に
効
益
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
語
り
、
女
生
徒
の
体
育

を
至
難
の
大
問
題
と
し
て
、
外
国
人
の
論
を
引
き
つ
つ
、
深
呼
吸
は
心
の
修
養
に

特
効
が
あ
る
こ
と
や
冷
水
摩
擦
等
の
健
康
法
、
目
や
歯
の
保
健
衛
生
に
つ
い
て
述

104



べ
て
い
る（（1
（

。
こ
こ
で
「
心
の
修
養
と
体
の
鍛
錬
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
河
原
は
「
根
本
教
育
」
と
い
う
論
説
で
、
西
洋
人
と
日
本
人
の
平
均

身
長
と
体
重
の
違
い
を
挙
げ
て
、
体
力
の
強
弱
が
生
存
競
争
に
関
係
す
る
こ
と
を

述
べ
、
母
親
が
大
き
く
強
壮
な
時
は
そ
の
子
も
大
き
く
強
壮
に
な
り
、
生
ま
れ
つ

き
虚
弱
で
あ
っ
て
も
寛
大
な
面
と
厳
格
な
面
の
つ
り
合
い
が
取
れ
た
保
育
で
養
成

さ
れ
た
な
ら
ば
、
強
壮
な
子
ど
も
の
不
摂
生
な
場
合
よ
り
健
康
で
長
寿
に
な
る
と

し
て
、
女
子
教
育
に
体
育
が
必
要
で
、
時
に
知
育
が
欠
か
せ
な
い
と
言
う（（1
（

。
体
格

で
劣
る
日
本
人
が
西
洋
人
を
相
手
に
日
本
の
国
権
を
伸
張
す
る
た
め
に
、
衣
食
住

を
改
め
、
体
育
を
勧
め
る
論
が
起
っ
て
い
た
。
日
清
戦
争
を
経
た
こ
の
時
期
に
は
、

強
壮
な
子
ど
も
を
産
む
母
を
養
成
す
る
た
め
に
、
体
育
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
保
育
を
行
う
た
め
に
、
知
育
も
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
た
。

　

入
学
志
願
者
が
定
員
を
超
過
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
一
八
九
八（
明
治
三
一
）

年
か
ら
は
比
較
試
験
が
行
わ
れ
た
。
一
八
九
九
年
二
月
に
は
「
高
等
女
学
校
令
」

が
公
布
さ
れ
、
三
年
制
、
五
年
制
を
認
め
な
が
ら
も
修
業
年
限
は
四
年
を
原
則
と

し
、
北
海
道
、
各
府
県
に
高
等
女
学
校
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
従

い
、
本
科
は
高
等
小
学
校
二
年
修
了
を
入
学
資
格
と
す
る
五
年
の
課
程
に
な
り
、

補
習
科
は
二
年
を
一
年
に
変
更
し
、
別
に
修
業
年
限
五
年
の
高
等
女
学
校
卒
業
生

を
対
象
に
二
年
の
国
語
漢
文
専
攻
科
を
設
置
し
、
卒
業
す
る
と
無
試
験
検
定
で
師

範
学
校
女
子
部
、
高
等
女
学
校
の
教
員
免
許
状
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（（2
（

。

公
立
高
等
女
学
校
で
五
年
制
の
課
程
を
置
く
府
県
は
、
明
治
末
で
も
東
京
、
京
都
、

兵
庫
だ
け
で
あ
り（（2
（

、
公
立
高
等
女
学
校
で
無
試
験
検
定
を
得
た
の
は
京
都
府
高
等

女
学
校
の
み
で
あ
っ
た（（2
（

。

　

専
攻
科
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
一
九
〇
〇（
明
治
三
三
）年
に
、
京
都
府
高
等
女

学
校
は
寺
町
荒
神
口
下
る
の
新
築
校
舎
に
移
転
し
、
在
籍
者
は
本
科
六
〇
七
名
、

補
習
科
四
七
名
、
国
語
漢
文
専
攻
科
一
四
名
、
裁
縫
科
一
五
〇
名
の
合
計
八
一
八

名
に
な
っ
た
。
本
科
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
校
舎
の
新
築
を
理
由

に
定
員
を
八
〇
〇
名
に
す
る
の
を
認
可
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
女
学
校
の
人
気
が

想
像
さ
れ
、
卒
業
生
の
総
数
は
一
六
二
八
名（
入
学
者
五
五
六
二
人
）に
及
ぶ（（2
（

。
初
期

の
女
学
校
で
は
中
途
退
学
者
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
入
学
者
数
に

対
す
る
卒
業
数
の
割
合
も
二
分
の
一
以
上
に
増
加
し
た
。
一
九
〇
一
年
に
は
二
年

の
家
事
裁
縫
専
攻
科
が
で
き
、
卒
業
生
は
国
語
漢
文
専
攻
科
と
同
じ
特
典
を
得
た
。

一
九
〇
三（
明
治
三
六
）年
か
ら
卒
業
試
験
が
行
わ
れ
、
国
語
漢
文
専
攻
科
卒
業
生

一
一
名
、
家
事
裁
縫
専
攻
科
卒
業
生
一
四
名
に
教
員
免
許
状
が
下
附
さ
れ
た
。
卒

業
生
は
、
京
都
淑
女
学
校
、
京
都
府
立
高
等
女
学
校
、
津
山
高
等
女
学
校
等
に
一

四
名
が
就
職
し
、
他
は
家
事
に
従
事
し
た
。
半
数
以
上
が
教
職
に
就
い
た
の
で
あ

る
（
（2
（

。
専
攻
科
は
一
九
〇
九
年
よ
り
三
年
の
課
程
に
な
っ
た
。

　

新
校
舎
へ
の
移
転
後
は
運
動
会
が
始
め
ら
れ
、
例
え
ば
、
一
九
〇
三（
明
治
三

六
）年
に
は
唱
歌
や
ボ
ー
ト
遊
び
、
子
ど
も
遊
び
、
カ
ド
リ
ー
ル
等
の
遊
戯
や
踊

り
、
亜
鈴
送
り
、
輪
く
ぐ
り
、
障
害
物
競
争
、
旗
お
く
り
、
旗
と
り
競
争
、
短
冊

合
せ
、
厨
房
競
争
等
の
競
争
が
行
わ
れ
た（（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
女
子
教
育
が
浸
透
し
て
き
た
こ
の
時
期
に
は
、
女
子
教
育
の
目
的

と
し
て
の
良
妻
賢
母
論
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
女
子
は
賢
母
と
な
っ

て
人
才
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
富
国
強
兵
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
論
法
が
見
ら
れ

た
の
だ
が
、
高
等
師
範
学
校
教
授
三
島
通
良
は
一
九
〇
〇（
明
治
三
三
）年
の
会
誌

明治時代の京都府立第一高等女学校における教育の一断面
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に
掲
載
さ
れ
た
「
味
噌
一
甞
」
の
中
で
、
女
子
は
教
育
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
気
楽
で
社
会
か
ら
見
下
げ
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
実

学
を
授
け
る
の
が
十
分
で
な
く
、
国
民
の
一
人
と
し
て
、
男
子
と
と
も
に
家
を
興

し
国
を
富
ま
す
感
を
与
え
る
こ
と
が
足
り
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
女
子
は
活
発
に

運
動
し
、
食
事
も
沢
山
食
べ
て
十
分
元
気
を
養
い
、
身
体
を
十
分
に
鍛
え
て
智
徳

を
涵
養
し
、
智
あ
り
徳
あ
り
、
健
康
な
る
良
妻
賢
母
と
な
り
、
家
事
は
勿
論
、
手

芸
、
商
業
、
農
事
、
水
産
の
よ
う
な
実
学
に
頭
を
向
け
、
国
家
の
為
に
な
る
よ
う

に
諭
し
て
い
る（（2
（

。
三
島
は
、
健
康
な
良
妻
賢
母
に
な
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

一
人
の
国
民
と
し
て
「
富
国
」
へ
の
貢
献
を
求
め
た
。

　

日
清
戦
争
後
は
入
学
志
望
者
が
増
え
続
け
て
収
容
し
き
れ
な
く
な
り
、
一
九
〇

四（
明
治
三
七
）年
に
は
京
都
府
立
第
二
高
等
女
学
校（
現
在
の
朱
雀
高
校
）が
設
立
さ

れ
、
京
都
府
高
等
女
学
校
は
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
と
改
称
し
た
。
第
二
高

等
女
学
校
は
理
科
、
家
事
、
裁
縫
に
重
点
を
置
く
等
の
特
色
を
持
つ
学
校
で
あ
り（（2
（

、

少
し
家
政
面
に
傾
斜
し
て
い
た
。
同
年
、
南
桑
田
郡
立
高
等
女
学
校
が
で
き
た
こ

と
か
ら
も
、
女
子
教
育
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
逆

に
、
裾
野
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
女
子
教
育
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が

あ
っ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
な
か
で
も
、
上
記
の
三
島
の
論
か
ら
窺
え
る

よ
う
に
、
さ
ら
な
る
実
学
の
充
実
が
要
請
さ
れ
て
い
く
。

四　

日
露
戦
争
期
か
ら
明
治
末
期
ま
で

　

日
露
戦
争
中
も
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
で
は
、
海
陸
軍
に
巻
軸
包
帯
の
献

納
等
の
寄
付
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
精
神
論
が
登
場
す
る
。
一
九
〇
四

（
明
治
三
七
）年
に
河
原
は
、
日
本
女
子
が
見
く
び
ら
れ
て
い
る
の
は
知
識
の
欠
乏

か
ら
で
あ
り
、
思
想
変
遷
期
が
到
達
し
、
新
知
識
を
得
て
新
思
想
を
備
え
る
こ
と

は
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
上
滑
り
に
な
っ
て
日
本
の
女
子
に
本
来
備
わ
っ

て
い
る
女
子
的
大
和
魂
を
弱
く
し
て
は
な
ら
ず
、
将
来
の
日
本
女
子
は
和
魂
洋
才

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
島
国
的
な
考
え
を
棄
て
、
夫
を
扶
け
励
ま
し
て
、

世
界
的
事
業
を
興
す
に
勉
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
こ
れ
ら
を
根
本
と
し
て
身
体
精

神
の
修
養
鍛
錬
に
勉
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
の
国
民

を
造
り
出
す
べ
き
、
大
責
任
を
有
す
る
女
子
の
第
一
の
資
本
は
身
体
で
あ
り
、
身

体
精
神
共
に
健
全
に
至
る
の
道
は
体
育
、
摂
生
、
精
神
の
修
養
で
あ
り
、
根
本
的

に
身
体
精
神
を
修
養
鍛
錬
せ
ね
ば
で
き
な
い
と
語
る（（2
（

。
こ
こ
で
は
、「
身
体
の
鍛

錬
と
心
の
修
養
」
と
い
う
言
葉
が
強
調
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

西
洋
相
手
に
戦
っ
た
日
露
戦
争
は
、
女
子
教
育
に
お
い
て
も
「
世
界
」
に
目
を

向
け
さ
せ
た
の
だ
が
、「
日
本
人
の
魂
」
と
い
う
論
法
も
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
し

て
、
今
度
は
女
子
の
役
割
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）

年
に
河
原
は
、「
精
神
の
修
養
」
と
い
う
記
事
で
、
日
清
戦
争
以
前
に
女
子
は
軽

く
見
ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
は
人
々
が
そ
の
力
の
大
な
る
こ
と
を
認
め
、
女
子
問

題
を
研
究
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
女
子
自
ら
も
男
子
を
助
け
て
大
い
に
世
に
貢
献

せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
女
子
の
責
任
は
重
く
な
っ

た
と
述
べ
る
。
責
任
を
尽
く
し
国
家
社
会
に
貢
献
す
る
に
は
、
家
政
育
児
に
全
力

を
注
げ
ば
よ
い
の
は
間
違
い
で
、
時
宜
に
よ
っ
て
は
社
会
公
共
の
こ
と
に
大
い
に

活
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
肝
心
の
家
政
育
児
を
な
げ
う
っ
て
国
家
社
会
の
こ
と

に
奔
走
す
る
の
は
、
む
ろ
ん
大
変
な
心
得
違
い
で
あ
る
と
語
る
。
女
子
は
家
を
治

め
、
子
を
育
み
そ
の
余
力
を
以
て
、
国
家
社
会
に
盡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
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た
め
に
は
、
精
神
身
体
の
修
養
が
も
っ
と
も
必
要
で
あ
り
、
精
神
の
修
養
を
積
ん

で
、
体
格
を
丈
夫
に
し
、
内
外
何
れ
の
方
面
に
も
活
動
の
で
き
る
覚
悟
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
精
神
の
修
養
と
い
う
の
は
言
う
こ
と
は
易

く
行
う
こ
と
は
実
に
難
し
く
、
女
子
は
殊
に
神
経
過
敏
の
た
め
に
身
体
を
悪
く
す

る
人
が
多
い
が
、
一
つ
の
理
想
を
立
て
修
養
を
積
ん
で
い
け
ば
、
直
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
述
べ
る（（2
（

。
河
原
は
、
一
九
〇
六
年
に
も
「
精
神
と
身
体
と
の
関

係
」
と
い
う
文
章
で
、
精
神
を
健
全
に
す
る
修
養
は
女
子
に
は
殊
に
大
切
で
、
道

徳
や
知
識
の
点
よ
り
も
修
養
を
要
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
卑
近
で
誰
で
も
で
き
、

精
神
を
鎮
め
る
方
法
と
し
て
深
呼
吸
を
挙
げ
、
精
神
が
鎮
ま
っ
た
時
は
物
の
善
悪

を
誤
る
こ
と
も
少
な
い
と
書
く（（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
女
子
の
役
割
は
広
が
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
精
神
を

整
え
る
修
養
が
必
要
だ
っ
た
。
河
原
は
、
精
神
と
身
体
と
の
関
係
は
密
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
体
操
は
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）年
の
創
立
三
五
周
年
の
紀
念
式
で
は
、
歌
披
講
や
唱
歌
、

ピ
ア
ノ
連
弾
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
朗
読
、
家
政
の
話
、
庖
刀
式
等
が
行
わ
れ
た
学

芸
会
と
と
も
に
、
運
動
会
が
催
さ
れ
た
。
運
動
会
で
は
、
円
舞
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
、

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
、
列
舞
、
三
拍
子
の
行
進
、
球
竿
体
操
列
舞
、
長
刀
術
等

が
演
じ
ら
れ
た
。
最
後
に
演
じ
ら
れ
た
「
本
校
独
特
の
長
技
」
で
あ
る
長
刀
術
は

「
単
騎
敵
陣
に
肉
薄
す
る
が
如
く
、
女
丈
夫
勇
壮
凛
列
」
の
気
概
を
示
し
た
と
書

か
れ
て
い
る（（3
（

。
国
を
助
け
る
女
性
と
し
て
の
役
割
が
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
、

か
つ
身
体
の
鍛
錬
を
目
的
に
し
た
活
動
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
単

騎
敵
陣
に
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
精
神
の
修
養
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

　

一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
十
月
の
運
動
会
で
は
、
球
竿
体
操
、
徒
手
体
操
、
亜

鈴
体
操
等
の
体
操
、
木
環
列
舞
、
マ
ズ
ル
カ
、
カ
ド
リ
ー
ル
等
の
ダ
ン
ス
演
技
、

徒
歩
競
争
、
障
害
物
競
争
、
渡
橋
競
争
、
綱
引
き
、
書
方
競
争
、
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
等
の
競
技
、
長
刀
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

河
原
は
、
身
体
の
鍛
錬
と
精
神
の
修
養
を
運
動
会
の
目
的
と
し
て
挙
げ
、
こ
の
目

的
を
達
す
る
た
め
の
覚
悟
が
あ
っ
て
こ
そ
、
演
技
も
活
発
に
、
精
神
的
に
潔
く
行

う
こ
と
が
で
き
、
勝
敗
を
外
に
し
て
自
己
の
本
分
を
盡
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る（（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
運
動
会
は
身
体
の
鍛
錬
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
修
養
の
た

め
の
重
要
な
場
で
も
あ
っ
た
。

　

校
外
学
習
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
八（
明
治
四
一
）年
に
は
春

に
上
級
生
が
比
叡
山
登
山
を
行
い
、
春
季
総
運
動
を
須
磨
舞
子
で
行
い
、
秋
季
総

運
動
と
し
て
茸
狩
り
、
級
別
旅
行
と
し
て
法
隆
寺
、
笠
置
、
高
雄
嵐
山
、
東
山
等

に
観
楓
を
兼
ね
て
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
身
体
の
鍛
錬
と
と
も
に
、
見
聞
を

広
め
、
自
己
を
修
養
す
る
場
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（（3
（

。

　

他
方
、
同
年
の
学
芸
会
で
は
、
唱
歌
、
朗
読
、
対
話
、
染
色
、
活
人
字（
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
記
し
た
札
を
か
け
た
生
徒
が
、
並
ん
で
単
語
を
綴
る
活
動
）、
保
育
等
が

行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
、
補
習
科
の
生
徒
が
行
っ
た
保
育
で
は
、
本
科
一
年
生
を

園
児
と
見
立
て
、
保
母
役
の
生
徒
が
「
う
さ
ぎ
と
亀
」
の
話
を
し
て
、
幼
稚
園
保

育
の
様
を
す
べ
て
再
現
し
た（（3
（

。「
幼
児
の
訓
練
」
は
一
九
一
〇
年
九
月
二
十
八
日

の
皇
太
子
の
行
啓
の
際
に
も
本
科
五
年
生
の
家
事
科
で
行
わ
れ
て
い
る（（3
（

。
こ
の
よ

う
に
、
明
治
末
の
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
の
教
育
で
は
、
身
体
の
鍛
錬
と
と

も
に
実
際
的
な
賢
母
教
育
も
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明治時代の京都府立第一高等女学校における教育の一断面
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五　

お
わ
り
に

　

志
望
者
が
急
増
し
た
日
露
戦
争
後
、
一
九
一
〇（
明
治
四
三
）年
の
高
等
女
学
校

令
改
正
に
よ
り
、
主
と
し
て
家
政
に
関
す
る
科
目
を
修
め
よ
う
と
す
る
者
の
た
め

に
、
実
科
高
等
女
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
。
修
業
年
数
が
二
～
四
年
の
実
科
高
等
女

学
校
は
、
高
等
小
学
校
に
附
設
す
る
こ
と
も
で
き
、
簡
易
な
女
子
中
等
教
育
機
関

と
な
っ
た
。
こ
の
種
の
学
校
で
主
要
科
目
の
裁
縫
を
教
え
る
教
員
が
非
常
に
多
数

必
要
と
な
り
、
四
年
程
度
の
高
等
女
学
校
卒
業
生
も
、
家
事
裁
縫
専
攻
科
三
年
の

課
程
を
終
え
て
卒
業
試
験
に
及
第
す
れ
ば
、
無
試
験
検
定
の
資
格
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
実
科
高
等
女
学
校
が
続
々
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
府
立
第

一
高
等
女
学
校
で
は
、
む
し
ろ
志
望
者
が
あ
る
本
科
の
学
級
を
増
加
さ
せ
る
方
が

時
宜
に
適
す
る
と
し
、
創
立
以
来
の
裁
縫
科
を
一
九
一
三
年
に
消
滅
さ
せ
、
普
通

教
育
に
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
で
は
、
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
女
子
教
育
へ
の
理
解
を
求
め
、
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
発
展
し
て
き
た
。

欧
化
主
義
か
ら
そ
の
反
動
の
時
代
、
そ
の
後
の
女
子
教
育
の
興
隆
の
時
代
で
、
唱

歌
科
や
裁
縫
科
が
消
滅
す
る
等
、
制
度
の
面
か
ら
も
教
育
課
程
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
期
の
頃
か
ら
新
し
い
西
洋
文
化
と
伝
統
的
な
も

の
の
両
面
か
ら
の
教
育
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
明
治
時
代
を
通
し
て
引
き
継
が
れ
て

い
っ
た
。
大
正
末
期
か
ら
は
さ
ら
な
る
女
子
教
育
の
発
展
と
と
も
に
、
入
学
志
願

者
が
激
増
し
、
新
た
な
女
子
専
門
学
校
の
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

良
妻
賢
母
を
目
指
し
た
女
子
教
育
で
は
、
人
才
を
つ
く
っ
て
国
家
に
貢
献
す
る

た
め
の
教
育
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
強
壮
な
身
体
を
つ
く
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
が
、
女
子
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
家
庭
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
富
国
」
を
目
指
す
国
民
と
し
て
の
役
割
も
求
め
ら
れ
、
広
が
っ
て
い
っ
た
。
西

洋
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
強
国
を
志
向
す
る
風
潮
の
中
で
、
子
を
産
み
、
余
力
を
以

て
国
家
に
尽
く
す
た
め
に
、
体
格
的
に
劣
る
日
本
人
に
精
神
修
養
の
必
要
性
が
唱

え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
健
全
な
精
神
は
健
康
な
身
体
に
宿
る
と
い
う
理
屈
か
ら
、

強
壮
な
子
を
産
み
、
精
神
を
修
養
す
る
二
重
の
意
味
で
身
体
の
鍛
錬
と
女
性
教
育

が
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
時
代
以
後
の
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学

校
の
教
育
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）	

新
町
徳
兵
衛
「
河
原
校
長
還
暦
紀
念
明
治
女
子
教
育
史
略
年
表
」『
鴨
沂
会
雑

誌
』
第
二
五
号
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
、
四
九
頁
。
そ
の
他
、
沿
革
に
つ
い
て
は
、

京
都
鴨
沂
会
編
『
母
校
創
立
一
〇
〇
年
記
念　

京
都
府
立
京
都
第
一
高
等
女
学
校
沿

革
誌
』（
一
九
七
二
年
）、
神
辺
靖
光
『
女
学
校
の
誕
生　

女
子
教
育
史
散
策
明
治
前

期
編
』（
梓
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）、
桑
原
三
二
『
高
等
女
学
校
の
成
立
―
高
等
女

学
校
小
史
・
明
治
編
』（
高
山
本
店
、
一
九
八
二
年
）、
小
山
静
子
「
高
等
女
学
校
教

育
」（
本
山
幸
彦
編
著
『
京
都
府
会
と
教
育
政
策
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九

〇
年
、
三
〇
三
―
三
五
五
頁
）の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

（
2
）	

日
本
で
最
初
の
女
学
校
と
し
て
は
、
一
八
七
二（
明
治
五
）年
二
月
に
設
置
さ
れ
た

官
立
の
東
京
女
学
校
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
尋
常
小
学
科
の
科
目
に
英
語
学
を

加
え
、
一
八
七
四
年
度
の
教
師
は
全
部
女
性
で
英
語
は
外
人
教
師
で
あ
っ
た
が
、
一

八
七
七
年
二
月
で
閉
じ
ら
れ
て
、
希
望
す
る
六
〇
名
を
東
京
女
子
師
範
学
校
に
収
容

し
た
。

（
3
）	
山
住
正
己
編
『
福
沢
諭
吉
教
育
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
頁
。

（
4
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
一
号
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
、
一
一
八
―
一
一
九
頁
。

（
5
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
号
、
一
八
八
七
年
八
月
、
一
四
―
一
六
頁
。『
鴨
沂
会
雑
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誌
』
第
二
号
、
一
八
八
九
年
八
月
、
二
一
頁
。

（
6
）	

河
原
一
郎
「
修
身
講
話
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
三
号
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
、

一
―
一
一
頁
。

（
7
）	
『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
四
号
、
一
八
九
一
年
一
二
月
、
五
二
頁
。

（
8
）	

木
村
匡
『
森
先
生
伝
』
金
港
堂
書
籍
、
一
八
九
九
年
、
一
九
七
―
一
九
八
頁
。
ま

た
、
良
妻
賢
母
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
山
静
子
『
良
妻
賢
母
と
い
う
規
範
』（
勁
草

書
房
、
一
九
九
一
年
）、
姜
華
『
高
等
女
学
校
に
お
け
る
良
妻
賢
母
教
育
の
成
立
と

展
開
―
教
育
理
念
・
修
身
教
科
書
・
学
校
生
活
の
総
合
的
研
究
』（
東
信
堂
、
二
〇

二
二
年
）に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

（
9
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
五
号
、
一
八
九
二
年
一
二
月
、
六
二
―
六
九
頁
。

（
10
）	

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
小
山
静
子
「
高
等
女
学
校
教
育
」（
前
掲
書
、
三
〇
九
―

三
二
〇
頁
）を
参
照
。

（
11
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
三
号
、
一
八
九
〇
年
八
月
、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
12
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
五
号
、
前
掲
書
、
三
八
頁
。

（
13
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
七
号
、
一
八
九
四
年
一
二
月
、
三
〇
―
三
三
頁
。

（
14
）	

高
等
女
学
校
研
究
会
編
『
高
等
女
学
校
の
研
究
―
制
度
的
沿
革
と
設
立
過
程
』
大

空
社
、
一
九
九
四
年
、
六
二
頁
。

（
15
）	

丸
山
彩
は
「
明
治
十
～
二
十
年
代
の
京
都
女
学
校
・
京
都
府
高
等
女
学
校
に
お
け

る
音
楽
教
育
の
展
開
」（『
音
楽
教
育
学
』
第
四
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
三

―
二
四
頁
）の
中
で
、
唱
歌
専
修
科
の
生
徒
に
と
っ
て
音
楽
の
学
習
は
、
学
校
教
育

の
枠
を
超
え
た
お
稽
古
事
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
16
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
八
号
、
一
八
九
五
年
一
二
月
、
六
二
―
八
一
頁
。

（
17
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
九
号
、
一
八
九
六
年
一
二
月
、
四
一
―
四
二
・
四
五
頁
。

（
18
）	

河
原
一
郎
「
女
子
の
体
育
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
〇
号
、
一
八
九
七
年
一
二
月
、

八
―
二
二
頁
。

（
19
）	

河
原
一
郎
「
根
本
教
育
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
一
号
、
一
八
九
八
年
一
二
月
、

一
―
一
一
頁
。

（
20
）	

一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年
に
、
国
語
漢
文
専
攻
科
、
家
事
裁
縫
専
攻
科
の
修
養
年

限
が
三
年
に
改
め
ら
れ
た
。

（
21
）	

小
山
静
子
「
高
等
女
学
校
教
育
」
前
掲
書
、
三
二
一
頁
。

（
22
）	

桜
井
役
『
女
子
教
育
史
』
増
進
堂
、
一
九
四
三
年
、
一
五
五
頁
。

（
23
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
三
号
、
一
九
〇
〇
年
一
二
月
、
二
一
―
二
二
・
五
二
―
五

三
頁
。

（
24
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
六
号
、
一
九
〇
三
年
一
二
月
、
九
五
―
九
七
頁
。

（
25
）	

同
書
、
一
一
一
―
一
一
七
頁
。

（
26
）	

三
島
通
良
「
味
噌
一
甞
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
三
号
、
前
掲
書
、
一
〇
九
―
一

一
六
頁
。

（
27
）	

河
原
一
郎
「
随
感
随
話
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
七
号
、
一
九
〇
四
年
一
二
月
、

三
四
―
三
五
頁
。

（
28
）	

同
書
、
八
四
―
九
三
頁
。

（
29
）	

河
原
一
郎
「
精
神
の
修
養
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
八
号
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
、

一
五
九
―
一
六
三
頁
。

（
30
）	

河
原
一
郎
「
精
神
と
身
体
と
の
関
係
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
一
九
号
、
一
九
〇
六

年
一
二
月
、
一
六
〇
―
一
六
四
頁
。

（
31
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
一
号
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
、
一
一
二
―
一
一
七
頁
。

（
32
）	

「
運
動
会
の
記
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
三
号
、
前
掲
書
、
一
三
二
―
一
三
九
頁
。

（
33
）	

『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
二
号
、
一
九
〇
八
年
七
月
、
一
五
二
頁
。『
鴨
沂
会
雑
誌
』

第
二
三
号
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。

（
34
）	

「
五
月
二
十
八
日
学
芸
会
の
概
況
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
二
号
、
前
掲
書
、
一
五

三
―
一
五
六
頁
。

（
35
）	

「
皇
太
子
殿
下
臨
啓
記
」『
鴨
沂
会
雑
誌
』
第
二
七
号
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
、
一

五
五
―
一
五
六
頁
。
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写真 1　旧校舎
（『京都府立第一高等女学校創立第三
十五年記念誌』京都府立京都学・歴
彩館所蔵）

写真 2　作法教室
（『京都府立第一高等女学校創立
第三十五年記念誌』京都府立京
都学・歴彩館所蔵）

写真 4　1908年10月30日秋季運動会・長刀共同演習
（『鴨沂会雑誌』第23号　京都府立京都学・歴彩館所蔵）

写真 3　河原一郎校長
（『京都府立第一高等女学校
創立第三十五年記念誌』京
都府立京都学・歴彩館所蔵）


